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カニ傭誌の細菌学的研究

第 8報二三のカニ纏詰の膨脹に就て(その3)

谷川i英一・子野日衛

〈北海道大学水産学部水産食品製造学教室〉

Bacteriological Studies on Canned Crab 

ill. Bacteriological studies on the swe1ling of can~ed crab (3) 

Eiichi TANIKAWA and Mamoru NENOHI 

Abstract 

The authors have this time studied from the standpoint of bacteriology the cause of the swelling 

Qf the canned crabくErimacrusisenbeckii). The following results were obtained. 

(1) Aerobically and anaerobically isolated bacteria were facultative ananerobes. There were two 

species of the bacteria. 

く2)One species of the isolated bacteria was long rod and the other was short rod. Both sp町 ies

formed spores. 

(3) According to the investigated results of the cultivating characteristic of the i旬lated bacteria， 

the ability to liquefy gelatine of both species was strong and they formed hydrogen sulfide. 

(4) The heat resistance of the i鉛latedbacteria was as follows: When the number of spores in the 

spore suspension was below 10"， they were sterilized in 5 minutes at 108.40C， but when the number of 

spores was 1Q'1 - 10.， they survived 20 - 40 minutes' heating at the鈎 metemperature. 
く5)The isolated hacteria were ascertained to be the cause of the swelling of the canned product. 

(6) According to the vario凶 propertiesof the isolated bacteria， as shown by cultivation one of 
them is similar to Bac. megathetium and the other to Bac. mesentericus vulgatus. 

く7)The isolated凶cteriawere not originated from factory water or from the soil around the door 

of the factory， that is to鈎y，they were not originated from contamination after transportation of raw 
crab into the factory. 

(8) Th巴伺useof the swelling is assumed to be that the number of the isolated bacteria attached 

formerly to the raw material of crab m伺 tincreased with the decline in the freshness of the meat. When 

the number of s1=問凶 increasedabove 104， and the spore survived after the pr∞essing of the canned 
product， they cau鈴dthe swelling of the can. Therefore the raw material should be handled and processed 
within the fresh state of the meat. 

曇に谷JJlli2)はタラパガニ纏詰の膨脹したものについてその原因細菌と思われるものを分敵し，その耐熱

性試験を行い，更にそれ等分離細菌を櫨誌に再接種してそれら細菌が膨脹の原因となったととを確めたので

あるが，今回は毛ガニ纏詩の膨脹したものの原因細菌につき研究し，命タラパガニと毛ガユ簸詰の膨脹を起

す菌叢に差異があるか否か，等についても研究したのでと与に報告する。命本研究の試料とした毛ガニ纏詰

は00水産株式会社00工場において昭和26年6月沼目， 7月20日製造したものの中，膨脹したもの2纏で
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同時に発生した膨脹織は何れも刺戟性の臭気を出しており，現場視察の際，原耕カニの数量も少く，遠近か

ら集荷しているたあ鮮度の落ちているものも見受けられた。

実 臓 の 部

1. I式耕
本研究に供試した膨脹纏2個を夫々J.Kと綜ずるとととした。開縫時の状態は第1表の如くである。

第 1表 毛ガニ試鵜纏詰開縫時の状態

~項一~目一一ー一副一一一試一料一一種一類一一I J K 

タト

肉

色 沢， 香

液 汁 fコ

巻 締 状

2. 細菌の分離

観

質

気

pH 

態

外観スプリシガー状，開催と同時に悪
臭ガス噴出

固形部分なし全部ソボロ状で弾力な
く.繊維質はパラパラで開纏時の崩れ
肉は稽々とけていた

E常纏の肉より薄い色，カニ特有の香
気も存ずるが刺戟性強し

液tま潤渇し.pH 6.6 

Hard sweJl，指で押すも凹まず開躍と
同時に悪臭ガス噴出

完全に肉嵐れし，肉質と液汁の差認め
られない様な状態

肉の灰白色で液は潤渇し，刺戟性の悪
臭強し

液t才灰白濁しpH7.2 

事長持'く震52五与論2tzal鉱ZZZb十強く，他阻常で漏
はないようである l 

前記の2倒の繕詰を試斜とし，第1報りと同様の方法で好気的，嫌気的に細菌を分離した。 2個の纏言きか

ら夫々 2菌株づLのものを得た。 J纏よりの分融商株を1'-1.J/-2とし.K纏よりのものをKん1.K/-2と

した。 J/-1菌.K/-1菌は何れも長梓菌で， J人2菌及びK/-2菌は何れも短棒菌であった。とれ等分離細菌が

偏性嫌気性細菌か，通性嫌気性細菌かをみるたあに好気的に発育した菌株を更に嫌気的に(改良Manteufel

氏嫌気的培養法により).又嫌気的に発育した菌株を好気的に培養したととろ，何れも発育したので適性嫌

気性細菌であるととを雷、bた。

3. 分離細菌の顕被鋭的検査
分離細菌の顕後鰯句検査を行った結果t鳴 2表の如くであるσ

第 2表 分離細菌の顕微鏡的検査

項~---目~菌~ー株 I J/-1 J/-2 K'-l K/-2 

a. 大 き さ
長梓菌|短

(2得.5x1.3μ菌〉 長棒 83.μ菌J 
短
(2棒.3x1.3μ菌〉C3.3xO.8l初J (3.3xO. 

b. 運 動 性 緩 漫 運動 活濃な運動 緩 漫運動 活畿な運動

C. 鞭 毛染色 極 毛 1 本 同 2己 同 左 同 左

菌体中央に芽胞あd.芽胞染色 り 同 左

e. グラム染色 陽 性 同 左同 左同 左

4. 分瞳細菌の培蔓民性質検査
分離細菌の諸種培養基上における性質を検査した結果は第3表乃至第10表の如くである。
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第 3表 ヂェラチy平板橋益性質

工「旦竺二| 1'-1  J/-2 K/-1 K'-2 

a. 集落の大く直き径さ〕 0.42-0.5伽nm 0.33-0.42mm O.詔-O.42mm 0.25-0.沼mm. 

b. 形 状 ，点 状 同 左 問 左 同 左

C. 表 商 性 質 凸 円 状 同 左 同 左 同 左

d，内 部構造 不周辺明頼粒状， 内部 同 左 同 左 同 左

e. 集落の周縁 波形不定形 波形叉は円形 波形叉は不定形 波形又は円形

f. 光掌的性質 汚 白 色 同 左 同 左 同 左

g. 液 イヒ 性 液 化 同 左 悶 左 同 左

形 状 盃形 陥 没 向 左 同 左 同 左

外 観 液化部粉々渇る 同 左 同 左 同 左

〈主主〉 本t古養は160_230Cの常混で成養したものでJ'-l.K'-l/ま2昼夜.J'-2. K'~2は約 2昼夜

午で液化が急速に並行する。

第 4表 寒天平板培養性質

五百一旦~I 1'-1  J人一2 K'~1 K'-2 

a 集落のヂき
直径J
0.33-0.5伽nm O.却-0.印mm O.詔-O.66mm O.却 -O.42mm

b. 形 状 点 状、円 形 ，点 状 同 定 同 左

C. 表 面 性 質

静融、

同左 同 友 同 左

d. 内 部構 造 周明辺雲状，内部不 内 部不 明 同 左'

e. 周 縁 波動状又は侵蝕状 切 裂 状 同 左 同 左

f. 光学的性質 不透明、汚白色 不 透 明 同 左 同 左

く註〉 本t告養は370C，1昼夜のものについて観祭した。

第 5表 寒天劃線培養性質

7正1竺| J〆ー1 J'-2 K'-l K;'ー主.

a. 形 状 羽 毛 状 同 左 樹 校 状 羽 毛 状

b. 表 面 性 質 隆起状，粗髄 同 左 同 左 同 左

C. 周 辺 耳 形 状 同 左 同 左 波 動 状

d. 光学的性質 白亜様光沢 磁穏様光沢 白亜様光沢 磁器様光沢

e. 色素生産 な し な し な し な し

f. 密 度 牛 酪 質 皮 膜 質 牛 賂 質 皮 膜 質

g. 臭 気 有 弱 な し 有 弱 有 弱

h. 培養基の愛色 な し な し な し な し

く註) 370Cで1-2昼夜発育のものを観祭した。
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K/-2 

a. 基A上表面発育 局平状円滑 同 左 同 左

b. 穿剰j線発育 糸 状 同 左 同 左 同 左

C. 液状 ノ苛 態 噴火 ロ 状 同 左 同 左 同 左

d. 性液化状ヂェラテyの 液下化部郡宇上透層明調渇， 表化部部商半上皮透膜層明形溺成渇 液下 液下化部部半上透層明調濁， 表化部面部学皮主透膜題明形衛成局 液下

ヂzラチシ穿刺培養性質

K'-l J/-2 

第 6表

JI一 1云玉一一色竺」

160_230Cで2昼夜で液化し始め. 4昼夜で完全液化する。く註〉

葡萄糖寒天穿刺培養性質第 7表

K'-2 

状
白
生

形時一腕…

地
仔
瓦
、ノ

払
左
九J
I
 

隆

岡

甚

K/-1 

隆起，蜂箆状
(汚白色〉

左〔瓦斯発生〕

~一一~一一菌株 T'_1

項目 一一一~ー J -L  

表面発育状態|隆起，宇調書|隆起，手議書

糠皮状(瓦斯発生)1同左〈瓦斯発生〕

J/-2 

a. 

同穿刺線発育状態L
U
 

く註) 370Cで2昼夜品、養のものを観察した。

寒天穿刺培養性質第 8表

K人一2

扇平ー鍛層状

左

K'一1

扇平侵蝕状

線皮状〈下部発育
惑し〉

J/-2 

粉々扇平.侵蝕状

皮

J'-l 

皮膜形成，敏層状

立γ-Eベ|
表面発育状態a. 

同状練状斗漏穿刺線発育状態b. 

370Cで2-3昼夜培養のものを観察した。〈註〉

質性議培薯鈴.馬第 9表

K'-2 

a. 形 状 不 規 則状 羽 毛 状 不規則 状 同 左

b. 表 国 性 質 隆起状，水膨状 隆起状，鍛層状 隆起状，敏層状 隆起状， 71<.膨状

C. 周 縁 侵 蝕 状 裂 片 蝕 状 波 形 状

d. 光学的性質 白亜様光沢 同 左同 左 同 左

e.色素生産 集色落.基質共褐黄 差落・基質共灰褐 集褐、黄灰色白色， 基質 集灰落黄灰色白色， 基質

f. 密 度 粘 着 質 牛 酪 質 同 左 粘 着 質

g. 臭 気 有 強 同 左 同 左 同 左

h. 培養基の愛色 黄 褐 色 灰 褐 色 黄 褐 色 灰 黄 色

K'-l J'-，2 J'-l 一言子主杢!

370Cで1-4昼夜培養のものを観察した。
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'第 10表‘牛。讃J.培養経質

左
一

同

同

同

一

後

左

左

明

一

R

U

A

i

j

一

寸
一

5

・

一

川
町
一
回

5

一

一

:

同

同

透

一

1
7引
判
E
引一

2
一
ふ

Y
一
直

↑

F

，

一

一

有
一

同

同

同

一

化

ア

明

潟

一

強

¥

ペ

透

一

必

ン

全

液

潤

一一

6

?

ト
涜
E

v
f

一

同

'

プ

J
b
量
一

一

有

7

歌

ン

一

一

。

へ

E

ト
少

-
z

一

川

判

コ

±

買

一

形

川

川

~
 

一

一

一

斯

部

一I一
固

で

〓

反

臭

瓦

密

凝

乳

一

下

項

.

、

.

.

.

 

一

一

a

b

e

d

e

f

一

K〆-2

pH 5.4 

有， 弱

? 

左

左

く註) 370Cで 1昼夜Ji¥髪のものを観察したO

5. 分離細菌の類縁
f，.j前記の如き顕徴鏡検査，培養検査の外に硫化水素の発生及びイy ドール生成をみたが，全菌株は何れも

硫化水素を形成するがイ y ド{ノL反応は全菌株とも生成しない。以上の如き諸性質を有するが，J'-1とK'-1

及びJ-2とK'-2とは類似し 2種の菌株であると恩われる。とれを Bergey'sDeterminative Bacteriolo-

gy めに照会すれば]1-1とKノー1は何れも Bac.megatheriumに類似の細菌であり.J'-2，及びK'-2は何れも

Bac. mesentericus vulgatusに類似することを認bた。向分離された菌株は何す1もヂエラチンの液化力が強

かった。後者の菌種t主義に筆者の一人谷川が屡々タラパガニ纏詰の膨脹繕より分離したものであb.カニ肉

の種類の差異による菌数の差異は認められない。

6. 分車種細菌の耐熱性

(1) 試耕縫詰肉を加熱した場合の肉中細菌の耐熱性

2窓口表 開権時の試桝カニ肉中の細菌の耐索引金

J 纏 K 瞳

4 封度く106.90C)30分 + + + 士 + + 

F 60分 + + + + + 十

5 封度ClO8.40C)30分 ± 士 土 斗ー 土

" 回分

6 封度 clω.90C)30分

" 冊分

先つe開纏の際，採集した試桝絃の肉を滅菌試験管に入れ，オートグレープで第11表の如く加熱し，後滅菌

ピンセットで小片を葡萄糖プイオy中に接種し370Cで培養し生死を検した。 との耐数性試験は開繕昨であ

るため，細菌も純粋分擁されておらず混合細菌の耐熱性となっている。加熱に依る残存細菌を鏡検するに4

封度30分間の加熱ではJ，K繕共に2種の細菌が連鎖状に存在しているが. 4封度的分 5封度泊分間の加熱

では長樗菌が多ししかも 4封度別分聞に於けるが如く連鎖状には存在していなかった。

(2) 純枠培養について行った耐熱性

試料纏より分離した純粋培養Jん1.Jん2及びK'ー1.K'-2について耐熱性を次の如くして行った。

くi) 肝々プイオyにて増菌した場合

純粋分離された細菌を肝々プイオyに接種し10日間370Cで培養増菌しこれを滅菌した東洋諸紙No.5Cを
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用いて胞子凝塊を除きその漉紙 1∞を生理的食撮水をもって lJt仰に稀釈しオートクレープにて加熱しその

耐熱性をみた。その実験結果は第12表の如くである。街胞子数はトーマ血球計で測定した。

第 12表 肝々プイョ γ中にて増菌し，耐熱性試験を行った結果

J;F喧討
4封度 (106.90C)部分

グ 1/ 

F 1/ 

60分

80分

5封度 (108.40C)30分

グ

1/ 

グ

グ

的分

剖分

6封度(lω.90C)却分

" " 回分

ググ、 ω分

J'-l 

246x10~ 

士+ + 

J/-2 

213x10完

+ + 

K'ー1

243x10~ 

士士土

K'-2 

173x 10'1 

+士

第II表と第ロ表とを比綾するに試斜健詰肉を加熱した場合は大体5封度 (108.40C)泊分間の加熱まで耐え

得るが.純粋培養を稀釈して耐熱性試験を行った場合は4封度 (106.90C)30分間となりその耐熱性は獄少

している。とれは恐らく熱伝導の差異と細菌数の差異によるものと考えられる。

くii)胞子数の差異による耐際性の差異

次に前記の如く Jん1とK'-l並びにJ/.2とK'-2はその培養性質.顕微錨句性質から同菌種と見倣されるの

で前者をMg-菌，後者をM←菌として.生菌数の多少による耐熱性の差異をみた。即ちMg.... 菌及びMs【菌を

それぞれ肝々プイオyにて370Cで10日間培養をつ Yけ後とれを前記と同じく瀦過し，胞子数を測定し，生理

的食温水にて適宜稀釈して耐熱性試験を3回宛行った。その結果は第13表め如くである。

第 13表 胞子数の多少による耐熱性の差異

胞子の多少

菌種

一一一一一一胞子数
加熱温度と時間---_1
5封度(1<伺.40C)5分

グ 10:分

" 15分

" 20分

胞子数の少い場合

Mg-菌 Ms-菌

10x10~ 8x10可

+ + + + + + 

土- 士一

胞子数の多い場合

Mg-菌 t Ms-菌

llx10号 7x105 

+ + + 十 + + 

+ + + 十+ 十

ー+ + ー+ + 

ー→← ー土士

第政表の結果からみるに，胞子数の少い場合は両菌種主も 5封度(108.40C) 5分間の加熱では残存する

が， 10分間となれば殆んど死滅している。ととろヵZ胞子数の多い場合ば両菌種とも10分間まで残存するが.

15分間では死滅する場合もある。

(iii) 発育場地の差異による耐熱性の差異

次K供試菌の発育培地の差異による耐熱性の差異をみるために.カニ肉エキス.普通フeイオシ.肝々プイ
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オ:/tc供試菌を発育せしめ， ζれを前記同様溜過し.胞子教を測定し.生理的食温水にで適宜稀釈し，耐熱

性試験を行った。その結果は第14表の如くである。

第 14表 発育培地を異にした場合の耐勲性の差異

発育培地

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + 
Q 10分 十++ + + + + + + 一++ + + + + + + 
Q 15分 十+十 + + + 一++ 一++ + + + + + + 
Q 20分 + + + + + + 一++ 一++ + + + + + + 
グ 25分 一一+ 一一+
Q 30分

F 必分

Q 50分

グ 伺分

第14表の結果より発育培地の種類による差異をみるに.何れも 5封度く108.40C)泊分間の加熱までは残

存するが，培地の種類による差異はさほE認められなかった。併し前項の試験結果を裏書する如く，今回の

如く胞子数の多くなった場合にはその耐熱性も増大しているととがみられている。

Civ) 胞子稀釈液(加熱用主季語草液〉の差異による耐熱性の差異

供試菌の胞子を稀釈して加熱する場合，前項迄は生理的食塩水を用いたが，今個はカニ肉1r:エキス(pH6.8)
と燐酸塩緩衝液 (0.2M-Nà2HPO~ .0.lMーグエy酸.pH7.0)を用いて胞子を稀釈し，それを方鳴しでその耐

熱性をみた。カニ肉汁エキスはカニ肉1∞gを11の水の中に入れ煮熟してガ【ゼで溜過したものである。そ
の結果は第15表の如くである。

第 15表 稀釈液を変えた場合の耐熱性の差異

胞子稀釈液! カニ肉汁エキス 燐酸塩緩衝液

種

加一熱一温一度ー.~時間九~胞~子~数ー 1∞x106 剖 x106 脈貯 | ωx10r， 
5封度く108.40C)5分 + + + 十+ + + + + + + + 
Q 10分 + + + + + + + + + + + + 
Q 15分 + + + + + + 十+ + + + + 
Q 却分 + + + + + + 十+ + + + + 
グ 25分 一+ + + + + + + + + + + 
Q 30分 + + + + + + + +十 + + + 
F 40分 ±士一 士一 一 土士士 土土±

F 50分 一 一 一
Q 伺分 一

第15表の結果からみてもカニ肉エキス叉は燐酸撞緩衝液何れを使用するも余り差異は認められなかった。

以上のま日く 2種の分離細菌の耐熱性試験における条件を種今に変えて実験したが.それらの中で，耐熱性

に最も影響をもたらすのは胞子数 C即ち胞子濃度〉であって胞子数1OS-10'ではカュ繕誇殺菌温度の5封度
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C108.40C)では5分間，胞子数が10時-107では却""40分間，耐えうることが判った。胞子の濃度が耐熱性

に大なる影響を及ぼすことは最近，坂口及び天羽 4)両氏の研究によって明らかにされているととろである。

7. ヵ=繕詰くまド封皮纏〉内熱傷議獄駿
元来カニ纏言きにおいては熱の伝導度が悪<，櫨内温度はレトルト温度よりも遥かにおくれて上昇する。毛

ガニ宇封度纏を用いて熱伝導試験を行った結果は第1図の知くである。

'C 

120 

100 

80 

60 

耳)

第 1 図

毛蟹纏詰(く~{L凶瞳〉の熱伝導度
繕内品温:220C， 気温 220C
レトルト用水温:850C，殺菌温度108.40C(5Lbs)

a.fr 

10 羽田 40 50 60 70 開制介

第1図でみられる如くレトルトの温度

が殺菌温度108.40C( 5封度)に達してか

ら72分後に纏内中心温度も108.40Cに達

している。従ってレトルト温度108.40C

で80分間殺菌するとすれば.纏詩中心が

108.40C にて加熱される時聞は8分聞に

すぎない。従って今回分離された細菌の

耐熱性は胞子数カ!104以下では5分間の

加熱で死滅されるが.10~ 以上では20分

間の加熱でも怒;滅されないので，結局残

存して腐敗を起すとととなる。

8. 原料毛ガz肉の鮮度と締薗署員との
関係

木研究に供した試斜より分離せる細菌は捕獲後何らかの機会に原耕に附着し肉詰後殺菌加熱にl耐え，残存

し，繁殖したものであり，同一処理で同一視度で殺菌せるものでも多数の正常纏を出しているところからみ

て原斜の鮮度の惑いもの即ち附着細菌の多いものが愛敗躍を出したものL思われる。谷川町等ば先に“カニ

鰭詰製造に関する研究"において毛ガニを220_240Cにおいて放置したときの生荷数の菱化をみ次の努16表

の如き結果を得ている。

~ 16表 生毛ガニ放置中の生菌数の愛化(1g当り荷数， 220-240C) 

丸のきま放置 脱 甲 後 放 置

肩 肉 脚 肉 肩 肉 脚 肉

。
12 5.3x10τ 34x10~ 

14 31x104 5.5 x 10" 1.1 X 106 50x1()'l 

30 16x105 27x10昂 37x104 42x 106 

35 32 x 10" 28x1Q5 

55 21x106 56x1Q6 15x 106 18x10時

60 46x106 42x10勾 60x107 22x107 

第16表にみる如<.生菌数は原料の鮮度の低下と共に増加してゆくととが分るoff，J丸のま L放置したもの

を脱甲後放置したものと比較すると両者共に著しい差異は認bられないが脱甲後放置したものでは肩肉は脚

肉より稽々生菌数が多いように思われた。この220C位の気温における原耕の最大放置許容時聞は13時間であ

る。原料の最大放置許容時間内に処理すれば生菌数は104以下であるが，最大放置時間を超過すれば10弔以

上となる。叉一方生毛ガユ(洗糠後〉の生菌数が14x10$のものが，煮熟冷去[1後は5x101となち，脱気巻締

直後で36x10、同60分後には白x103であり.脱気時聞が遅延すれば生菌数も増加する。との鮮度と細菌数

との関係を耐謝金試験結果と比較するに，カニ原料を放置するとか，巻締後殺菌前長時開放置すれば附着細
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菌は設菌加熱に対しても抵抗して銭存することとなる。

9. 分離細醤@再接積書責厳

分離細菌を正常毛ガニ鰭詰内に再接種して膨脹するか否かを見た。即ち正常毛ガニ纏詰4ケを開繕し，と

れを宇封度櫨に詰め直し，その中心部にMg-菌の少数胞子試籾として1ケの確に 1α当り23x10官;多数胞子

試料として別の 1ケの纏に1cc当り4O.8x1()6を再接種し，叉他の2篠にはMs-菌を1cc当b18x102及び17x

101を夫々別々に再接種して1∞。Cで10分間の脱気後5封度C108.40Cjでω分間加熱殺菌を行い.冷却主部70C
のj1i湿器内に入れ放置したととろ，少数胞子を蒋接種したものは膨脹しなかったが，多数胞子を再接種した

ものはMg-菌.Ms-菌何れを撰極したものも 3日自に膨脹を来たした。との膨脹したものから細菌を前項と

同じく分離したととろ，その培養性質，顕微鏡的性質共K接種細菌と同一であるととを認bた。とれにより

耐熱性試験の結果とも照合して膨脹原因は主主菌に際し，細菌が定金に殺菌されずに残存し，膨脹麦敗の原因

となったことが縫認された。

10. 分離鯛麓の来源

愛敗纏設の原因としては，纏設製造完了前に漁獲時よりF付着せる細菌の繁殖〈鮮度低下とともに).製造

中使用した用水，工場内外部の汚染(土壌細菌).殺菌不完全(叉は纏内残存細菌の発育).縫の漏i!!g(空

気中の細菌〉等があげられるが，木試料の姿敗纏詰は巻締不良でないのであるから，と Lに愛敗纏言きぶり分

擁された細菌の来源を究めんとして製造用水及び工場の入口附近の土壌について好気的，嫌気的に細菌分離

を行い，製造用水よりは通性嫌気性細菌1種 (Wん1)と.土壌中より は適性嫌気性細菌2種(S'-l.S'-2)を

分離してその顕徴鏡的性質，培養性質，耐勲性等を調ぺた。その結果は第17表乃至第19表のま日くである。

第 17表顕微鏡的性質

よ下主竺| W人一1

普通染 色 長t皐商， 連単鎖在状多いをなすものもあり

大 き さ 4.2xO.7μ 

運 動 性 活 波

鞭 毛 極毛 1 木

芽 胞 芽胞形成せず

グラム染 色 傷 性

第 18表培

(1) ヂzラチン平板培養性質

項目 Jリ l W'-l 

S'ー 1

長と得共菌に円，味連鎖を状帯でび胞な子く形発育成

3.3x 1.1μ 

活 渡

極毛 1 本

芽胞形成

傷 性

養 性 質

S'-l 

a.集落の大きさ 0.25-0.45 mm 0.35-061 

b.形 状 ，点 状 同 左

c.表 面 性 質 凸 円 状 同 左

d.内 部構 造 内 部不 明 同 左

e.周 縁 有ミ 定 形 同 左

f.光学的性質 汚 白 色 同 左

g.液 イb 性 液 化 同 左

形状 盃状 陥没 同 左

外観 汚化部白汚 問 左
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Sノー2

短 樗 菌

2.5x1.5μ 

活 濃

極毛 1 木

芽胞形成

陽 性

S'-2 

0.25-0.46 

同 左

同 左

向 左

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左



寒天平板培養性質(2) 

S' -:-2 

a.集落の大きさ 0~27-0.46 nim O~37-0.回 0.30-0.日

b.形 状 ，点 状 同 左 同 左

C.表 面 性 質 凸 円 状、 同 、 左 同 左

d.内 部構 造 周囲穎粒状 同 左 同 左

e.周 縁 切 裂 状 同 左 波 形 状

f.光学的性質 不透明，灰白色 同 左 悶 左

S'-l W'-l 一一一ー 菌.絵 l
項 目一一~一一一一|

ヂェラチν穿刺培養性質く180C). (3) 

左

.左

左

S'-2 

問

問

問

左

左

状

S'-l 

同

同

漏

滑

状

状

円

W'-l 

平扇

糸

噴

云二F-旦竺1
a.基上表面性質
b.穿刺線状態

C.液化状態

d・装化ヂェラチy性

斗ロ火

左同左同色自薄

S'-2 

a.形 状 羽 毛 状 樹 目旨 状 仮 根 状

b.表 面性 質 緩隆起状組経 同 左 同 左

C.周 縁 能 状 切 裂 状 耳 形 状

d.光学‘的性質 脂肪様光沢 乳 光 沢 問 左

e.色 素生産 一 一 一
f.密 度 皮 膜 質 同 左 同 左
g.臭 気 有 弱 同 左 同 左

h.基質の変色 な し な し な し

一一

S'-l 

寒天劃糠培養性質く370C)

W'-l f王子4 竺|

左

左

S'-2 

問

問

左

左

S'-l 

同

同

滑

状

W'-l 

円

(5) 寒天穿刺培養性質

Ee---旦竺|
a.表面発育|

b.穿刺繰状態|
平扇

糸

馬鈴薯培養性質 (370C)(6) 

S'-2 

同左

隆起状

耳形状

白亜様光沢

灰白色
灰褐色

同左

同左

同左

左

左

左

沢

質

色

左

左

左

S'-l 

光
灰
禍

問

問

問

乳

時

灰

問

問

問

W'-l 

不規則状

水膨状

波動状

白亜様光沢

集落 t~ 灰白色
基質は灰褐色

牛酪質

有強

灰褐色

瓦s---豆竺l
a.形状

b.表面性質

C.周縁

d.光学的性質

産

度

気

色愛の質

密

臭

基

S
且

σ昌
弘

u

生素e.色
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く7) 葡萄糖寒天穿劇l培養性質 (370C)

E?--里竺| W'-1 

蜂 寵 状

b.穿剰l線状態 車車 皮 状

(8)牛乳培養性質 (370C)

E下一旦竺~I W'-1 

a.反 応 アルカリ性

b.臭 気 有 弱

c.瓦 斯形 成
ーd.密 度 ベプト y 化

e.凝固都の性質 軟

f.乳 精 少 量潤 濁

(9)化学的性質

一--菌株 l
項目 一~一九一一J
a.イ y ド【}J-. 1 

b.硫化水素 i

W'-1 

生成

生成せず

S'-1 

峰 車車 状

噴火 ロ 状

S'-1 

同 左

同 左
? 

同 左

同 左

同 左

S'-1 

生成せず

同左

第 19表 用水及び土凄よち分離した細菌の耐熱性

一一一一一一 菌 検|
加熱温度，時間一一一一一一一一|

1似)OC 5分
Q 10分

F 15分

グ 泊分

F 25分

グ 30分
Q 40分
Q 50分
Q 60分

1∞。c 30分
Q 冊分

F 80分

108.40C 30分

グ 回分

1叩.90C 30ゆ
Q 回分

W'-1 S'-1 

+ + + 
+ + 
+ +士
+ + + 
+ + + 

一

+ + + 
+ + + 
+ + + 
+ + 
+ + + 
+ + + 
ー 一

S'-2 

蜂 寵 状

漏 斗 状

S'-2 

同 左

同 左

? 
同 定

同 左

同 左

S'-2 

同左

同左

S'-2 

+ + + 
+ + + 
+ + + 
+ + + 
十

+ + + 
ー

第17表乃至第19表の実験結果よりみるに， W'-11ま茅胞を形成せず.叉Wん1，S'..，.1， S'-2菌株ともに試

斜纏詰より分隊した菌に比べてヂェラチyの液化力弱く， 更に牛乳の反応は纏詰よりの分離菌株が酸性であ

るに対してアルカリ性を示し，W'-1はイ y ド【ルを生成し.硫化水素を生成せず，叉S'-1，Sん2はイシド

ール並びに硫化水素を生成しない等の諸点も纏言者よりの分離菌種と呉っている。故に繕詰より分離した細菌
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の来源は一応工場入口の土壕叉は用水でないととが判ったが， 1E.:確な来源は不明である。

11. 表敗纏詰肉の化学成分

今参考のたあ，今回の膨脹纏詰肉と同自に製造されたE常躍設肉色の化掌成分の比較を行ったが，その実

験結果は第20表の如くである。

主主却表 豆常躍と膨脹毛ガニ纏誇肉の化学成分の比較

項 日 五常毛ガニ纏詩肉 膨脹毛ガニ纏詰肉

7K 分 (5!の 85.48 84.32 

灰 分 (%) 1.79 1.39 

全 窒 素 く%) 2.38 2.02 

可溶性窒素 (%) 0.18 0.35 

非蛋白窒素 (9の 0.18 0.42 

アミノ酸態窒素 (mg%) 154.72 41.75 

揮発性塩基窒素 (mg%) 5.21 35.43 

粗 s!i 肪 (%) 0.64 0.12 

pH 7.2 6.7 

硫 イじ 7K 素 くmg%) 0.015 0.99 

第却表の結果よりみるに，可溶性:-N，揮発性塩基-N及び硫化水素は膨脹纏において多く.アミノ酸ーN，

粗脂肪は逆に減少している。叉硫化水素が膨脹纏に多量生成されているのは膨脹纏より分離された細菌が硫

化水素を生成する細菌である所からみてもとれら細菌が肉質を分解して硫化水素を増加させたものであると

とが知られる。

次に膨脹纏肉を試料としてペーパークロマトグラフでアミ y類の検出を行ったが，チラミ Y，ヒスタミ Y，

Fリプタミ Y，ピユトレッシシ等が検出された。

要 約

毛ガニ纏詩の膨脹したものについてその原因を確めるたあ細菌学的に研究した。その結果を要約すると次

の如くである。

く1)分離した細菌は好気的，嫌気的何れにも発育する通性嫌気菌である 2種の菌株を得た。

(2)分離細菌の 1種は長樗菌であり，他は短得菌で両菌種とも芽胞を形成する。

く3)培養性質をみるに両菌種ともにヂェラチyの液化力強く.硫化水素を生成する。

くの両菌種の耐熱性をみるに胞子教が104以下では1回.40Cく5封度〉で5分間で死滅するが， 106_109で

は20-必分閣の加熱に耐え得る。

く5)分離細菌は再接種試験により膨張原因細菌であるととが確められた。

く6)両菌種をその性質よりみるに1つはBac.megatheriumに，他はBac.mesentertcus vulgatusに類

似するものと忠われる。

く7)分際細菌は製造用水叉は工場入口の土壌より来たものでなく，即ち工場搬入後の汚染でないようであ

る。

く8)膨脹原因としては原料毛ガニに附着していた前記細菌が鮮度の低下と共に繁殖し胞子数古:104以上の

如き胞子濃度の大となると共に，肉詰後の加熱殺菌にも耐え得て残存し，膨脹を起したものと考えられる。

故にとれが予防法としては鮮度の良好の中に加熱殺菌迄完了するととである。
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